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論文内容要旨
 日本グ)森林に関する従来の地理学的研究において,自然条件または人為的条件のいずれか一方か
 らの研究が多く,工業地理学1における木材利用工業研究は,とかく軽視され,内容も木材利用工
 業の{部門もしくは特定の地域に限られていた経緯について,序の部分で論述する。本研究では,
 日本の森林の特色を自然的,人為的背景の両面から検討し,また木材利用工業の主要部門を逐一論
 述し,それらの地理学的特色を明らかにしたうえで,日本の森林分布と木材利用工業分布から,森林
 と木材利用工業の関係を究明した内容である。
 1「日本における森林の地理学的特色」において林地の分布を地形との関係から検討したうえで,
 開拓および都市化進行σ)度合から,概括的に究明し,さらに林地の広狭と必ずしも密接な関係に
 ない森林蓄積を,著名林業地と関連づけて検討した。また,東北日本の森林とは対照的に,西南
 日本の森林て'は極盛相からかなりかけ離れて,二次的森林の性格が著しい原因を,植林に基づく
 人工林化または育成林化に求め,さらに森林の管理主体の相違および経済的利用または公益的利
 用の利用目的の相違からも検討した。
 且「東北地方における森林の地理学的特色」においては,前章の後をうけて,日本全体の森林の特色は,
 一応東北地方における森林の地理学的特色にも認められるが,森林は地域的には地形および人口
 密度と関連して分布し,また奥羽山脈,北上山地北部,阿武隈山地西部,出羽山地,越後山脈に
 広く分布する広葉樹とは,対照的に分布する津軽・下北半島および米代川中下流地域を中心とす
 る秋田県北部の針葉樹林の立地を,降水量を主とする気候条件のほか森林管理の歴史的背景から
 検討した。また近年みられる森林地域の変化を地域的に検討することによって,在来の東北地方
 における森林の地理学的特色が希薄化していることにまで言及した。
 1廿「木材利用工業ヴ)地理学的特色」においては,木材利用工業の内容は,比較的付加価値が高い
 紙バノレフ.工業から,低位にある木材チップ工業にいたるまで多種にわたっているが,製材工業,
 繊維板工業,普通合板工業,特殊合板工業などを加えた主要部門を,それぞれ地理学的に検討し
 たうえで,木材利用'[業地域の地理学的特色を明示した。
 へ!「木材利用工業分布と森林分布の関係」においては,国産材,輸入材の利用を地域的に検討す
 るとともに,木材流通を各種木材利用工業部門との関連で明示し,とくに原木供給の背景となる
 森林地域との関係を検討した。さらに日本の森林地域からの供給原木が,日本の木材利用工業を
 維持できない現況から,輸入材流通と関連する木材利用工業の分布および立地にまで言及した。
 以上を要約すると,日本の森林は日本国土の過半を占める高率を示し,極盛相の場合,照葉樹林
 (常緑広葉樹林フ,落葉広葉樹林,冷温帯針葉樹林で構成されるが,人口稠密な国土であるから・
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 大部分の森林は伐採その他により極盛相が失われ,再生や植林などによる二次的森林の特色をそな
 え,これらの人為的影響が樹種・蓄積をふくむ特色に反映している。すなわち,自然に再生した広
 葉樹二次林と経済的価値が高いスギ,ヒノキ,カラマツなどを主とする針葉樹育成林から,日本の
 森林の大半が構成されているといえる。従って,日本の森林には自然条件のほかに,地域開発や森
 林政策をふくむ歴史的,経済的,社会的条件の影響が反映している。さらに日本の森林の地域差を
 もたらすものには,一段とつよさを増した人為的条件があげられる。また経済的効果を重視する現
 代社会でも,自然条件のもとに成育する適地通水の公益的機能をもった森林分布も認められる。
 東北地方を例にとって森林の特色をみると,ブナ原生林を基本としての広葉樹林と,青森ヒバ,
 秋田スギを中心とする針葉樹林から成り,地域的には,東北地方の北部で比較的針葉樹林が多く,
 南部では広葉樹林が卓越している、)さらに詳細にみると,北部では津軽・下北の両半島の青森ヒバ
 林にも地域差が認められ,また北部東北地方の西部で秋田スギを主とする針葉樹林が分布し,東部
 へ行くにつれ.て広葉樹林地域へと推移する。これに対して,東北地方南部でけ東部の北上山地(宮
 城県),阿武隈1.II地ではマツ,スギなどの針葉樹林が多く成育している。脊梁の奥羽山脈では南北
 を通じて広葉樹が多く分布し,さらに西部の越後山脈,出羽山地における森林は,広葉樹中心へと
 推移している。
 このような森林の特色の地域差を,おもに人為的要因に求めると,とくに伐採のあと地に対する
 行動が重要で,天然の森林再生を待つか,植林を通じて積極的に樹種の改変をふくむ育成林とする
 かの2方向が詑)る。元来青森ヒバおよび秋田スギ林は天然林であったが,伐採が続くにつれて,植
 林によるいわゆる造林スギヘの転換が著しくなっている。一方,東部の北上山地北部では,本邦有
 数の製炭や畜産の地域であって,用材取得を主目的としないので,天然の森林再生によっていたこ
 とにより,広葉樹林卓越の森林を形成したのである。
 次に東北地方南部では,西部の出羽山地や越後山脈に極盛相のブナ林が残存し,植林も進行して
 いないので,天然林の様相を呈し・奥地林としての性格が著しい。材木につながる経済性をそなえ
 た森林の特色ではなく,国土保全などの公益的森林価値を重視する国有林に所属していることが,
 広葉樹卓越の原因と考えられる。東部の北一h山地南部と阿武隈山地の森林は,大部分が民有林であ
 るとともに,いわゆる里山の性格をもっているので,植林も進み,針葉樹林の比率がやや高い森林
 で形成されている。
 上述のような日本の森林地域で,従来から製炭,木地業が行われてきた。前者は近年の燃料革命
 の波をうけて衰退してきたが,後者は民俗的伝統産業としての性格を強めて,発展が著しく,一一部
 は木材利用工業の域に達するものが出てきた。森林地域と密接な関係をもってきた製材工業は,と
 くにすぐれた林木をもつ森林地域の結節点で,かなり集中的に分布している。もっとも,製材工場
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 の集中的分布はむしろ例外的であって,従来の製材工場は比較的狭域の販売圏を背景に分散して立
 地しているが,近年製材工場数は減少すると同時に,工場規模は拡大の傾向にある。森林を背景と
 する原木供給圏のなかに立地する紙パルプ工場も,製材工場と同様の分布傾向を示している。従来
 は普通合板工場,繊維板工場,木材チップ工場なども,このようにやや分散して立地していた。
 しかし,原木供給が不足するとともに,大量の原木供給地に集中するようになった。なかでも集
 中的分布が著しいのは,普通合板工業である。元来木材の高度利用を主目的として成立発展した部
 門であって,従来針葉樹に比して用材としては重視されなかったブナ,センなどの広葉樹の大径木
 を原木として操業されたものであったので,比較的奥地の広葉樹林に近接して立地したのである。
 その後,軽視された広葉樹でも,大径木生産量が減少してきたので,大径木の原木を輸入材に転換
 し、それと同時に普通合板工場は主要木材輸入港周辺に蝟集するようになった。また,内陸に分散
 立地していた普通合板工場も,原木の大半を輸入材に依存するようになって,工場増設に際しては,
 木材輸入港周辺に立地させるようになって,日本の森林と普通合板工業との関係が希薄となった。
 製材工場や普通合板工場からでる廃材を主要原料とする木材チッフ工場は,これらの原材料供給源
 に追随するとともに,木材チップの販売先であるパルプ工場や繊維板工場の位置とも関係が深い。
 さらに,元来分散していた木材利用工場は原木供給面のほか,産業公害対策や協業化による能率
 向上を目的として,各地に木工団地が設立され,その分布はおもに木材輸入港周辺であるが,市街
 地の木材利用工場も都市周辺のすぐれた交通位置に立地するようになった。とくに木材流動におい
 て,木材利用工場立地は輸入材卓越地域で,この傾向が著しい。
 したがって,日本における森林は,概して国土保全,国民への厚生などの公益的機能を分担して
 いるが,木材利用工業への原木供給は不十分となってきたことによって,日本の森林が広大である
 にもかかわらず,木材利用工業との関係が希薄化することになり,ひいては経済的機能を完全には
 たしていないことが指摘される。
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 論文審査の結果の要旨
 四津隆一提出の博士論文は「日本の森林および日本の木材利用工業に関する地理学的研究」と題
 し,4章からなっている。森林およびその利用に関する研究は従来植物学,林学,経済史その他の
 分野で多数発表されているが,地理学的な見方からの体系化を試みたものは少い。
 第1章および第2章では地形・気候などとの関係から日本各地における森林をその極盛相と現状
 との比較によって論じ,ついで森林の管理や利用との関係に着目して全国の森林を樹種,所有関係,
 植林率などによって分類して分布図を作製している。さらに東北地方の森林についてはもっと詳細
 な分類を行い,その結果を市町村べつの森林分布図によって図示している。
 第3章と第4章では木材利用工業の分布とその変遷を経済地理学的に考察している。かつての木
 炭製造業のように原料資源の分布に直接に制約されるものから,製材やチップを使用する製紙業の
 ように交通・輸送を通じてより広範囲の森林資源に依存して立地するタイプ,さらに海外からチッ
 プや原木が大量に輸入されるようになった現在の製紙業や合板製造業では,森林の分布が立地条件
 として働く面がほとんど失われ,工場は輸送の便すなわち運賃の低廉さに引かれて港湾付近に集中
 するようになってきている。このように木材利用丁1業への原料供給源としての森林の意義が,技術
 の進歩による利用方法や原材料そのものの変化,そして輸送手段の変化によって変わっていく経過
 を多くの実例によって明らかにしている。
 全体を通じて本研究は経済地理学的な方法を用いて森林および木材利用工業の地理学的な研究に
 体系を与えることに成功しており,今後のこの問題の研究に貢献するところが大きい。よって四津
 隆一提出の博士論文は理学博士の学位論文として合格であると認めた。
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